


【背景】 

 脳卒中は、日本人の死因４位、要介護となる疾患の１位です。患者さんの大半は高

齢者ですので、超高齢社会を迎えている日本では今後も増え続けていくことが予想さ

れ、最重要疾患の一つです。治療法の進歩に伴って救命されることは多くなりました

が、麻痺や言語障害などの障害が残るため、日常生活に戻るためにリハビリテーショ

ンが必要になります。 

しかし、脳卒中後は約半数の



脳卒中後うつとは 

 

 

 

【論文情報】 

・掲載雑誌：Scientific Reports 

・論文題目：” Relationships between motor and cognitive functions and subsequent 

post‑stroke mood disorders revealed by machine learning analysis” 

（機械学習を用いた脳卒中患者の気分障害と認知・身体機能の関係解析） 

・著者：Seiji Hama 濱 聖司 1,2*, KazumasaYoshimura 吉村 和真 3, AkikoYanagawa

柳川 亜紀子 1,2, Koji Shimonaga 下永 皓司 1, Akira Furui 古居 彬 4, Zu Soh 曽 智
4, Shinya Nishino 西野 真弥 4, Harutoyo Hirano 平野 陽豊 5, ShigetoYamawaki

山脇 成人 6 & ToshioTsuji 辻 敏夫 4* 

・所属：1 広島大学 大学院医系科学研究科（医）脳神経外科学、2 信愛会 日比野病院

リハビリテーション科、3 広島大学 大学院工学研究科、4 広島大学 大学院先進理

工系科学研究科、5 静岡大学 学術院工学領域、6 広島大学 脳・こころ・感性科学

研究センター 

 

 

【問い合わせ先】 

広島大学脳・こころ・感性科学研究センター脳神経外科学  

信愛会 日比野病院 リハビリテーション科 

部長 濱 聖司 

電話：082-848-2357 FAX：082- 

Mail: shama@hiroshima-u.ac.jp 

 

＜報道に関すること＞ 

広島大学財務・総務室広報部広報グループ 

電話：082-424-3701 FAX：082-424-6040 

Mail: koho@office.hiroshima-u.ac.jp 

 

 発信枚数：Ａ４版 4 枚（本票含む） 
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（別紙） 

【ＦＡＸ返信用紙】 

 

FAX：０８２－４２４－６０４０ 

広島大学財務・総務室広報部 広報グループ 行 

 

記者説明会（１１月１１日（水）午前 11 時・霞キャンパス）のご案内 

 

 

 

 

 

 

日 時：令和２年１１月１１日（水）11 時～１１時 30 分 

場 所：広島大学霞キャンパス（広島市南区霞１－２－３） 

基礎・社会医学棟２階 セミナー室２ 

 

 

□ ご出席     □ ご欠席 

 

貴 社 名                        

部 署 名                        

ご 芳 名                 （計  名） 

電 話 番 号                        

誠に恐れ入りますが、上記にご記入頂き、11 月 10 日（火） 17 時まで 

にご連絡願います。 

 

 

ＡＩ（機械学習）を用い、脳卒中後うつ病の原因を解明 

～脳の損傷がストレス適応力の低下を引き起こす～  
脳卒中後うつ病早期診断への応用に期待 

 

【場所】基礎・社

会医学棟２階 


